
持続可能な原料調達報告会 資料 2005/11/15

N. Adachi 1

持続可能なパームオイル
を実現するには？

（株）CSR経営研究所

（財）地球・人間環境フォーラム

足立直樹
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様々な課題

増える需要
植物性油脂

安価

環境面での問題
森林伐採、生物多様性

水質汚染（表土流亡）

農薬汚染、肥料汚染

GHGの排出（搾油工場）

社会面での問題
労働条件

外国人労働者（不法移民）

土地の権利（ ⇔先住民）
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オイルパームの作付け面積
Area of Oil Palm Plantation
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森に依存する先住民の生活
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生物学的防除(1)

ネズミが、果実の10%を
食べる

フクロウで被害が激減
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生物学的防除(2)

農薬を使うより、天敵を使った方が安上がり
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パームオイルの調達過程

プランテーション 搾油工場 精製工場

商社

消費者 生産会社

NGO
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RSPOの会員

マルチステークホルダー
生産業者（農園）

加工業者（搾油、精製）

消費財生産者

小売業者

銀行・投資家

環境・自然保護NGO

社会・開発関連NGO

日本から
不二製油、三菱商事、サラヤ
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RSPO 原則と基準

8原則
1. 透明性

2. 関係法の遵守

3. 長期にわたる経済性の実現

4. 農園と搾油過程での最良技術の使用

5. 環境責任と資源、生物多様性の保全

6. 従業員と地域住民への責任ある配慮

7. 新規プランテーションの責任ある開発

8. 主要な活動エリアにおける継続的取り組み

http://www.sustainable-palmoil.org/
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今後の課題

基本方針を誰が採用するか

実施をどうチェックするか

トレーサービリティーをどう確保するか

実施のインセンティブ

需要の絶対量をどう管理するか

チェック

責任

ご意見、ご質問は…
adachi@csr-i.jpまで


